
６
月
議
会
は
６
月
８
日
か

ら
６
月
25
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

日
本
共
産
党
市
議
団
の
質
問

は
６
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
岩
井
議
員
は
体

調
不
良
の
た
め
６
月
議
会
は

欠
席
と
な
り
ま
し
た
。

船
橋
議
員
は
３
つ
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
環
境
行
政

谷

津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て

我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の

北
側
に
隣
接
す
る
谷
津
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
内
の
ト
イ
レ
が
臭
く

て
入
れ
な
い
。
ま
た
普
段
施

錠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘

が
あ
り
質
問
し
ま
す
。

・
ト
イ
レ
の
現
状
と
改
修
設

備
の
計
画
は
あ
る
か
…
バ
イ

オ
マ
ス
屋
外
簡
易
ト
イ
レ
を

設
置
。
維
持
管
理
作
業
の
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
使
用
の

他
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
使
用
。

そ
れ
以
外
は
防
犯
上
の
問
題

で
施
錠
し
て
い
る
。
新
た
に

ト
イ
レ
を
整
備
す
る
予
定
は

な
い
と
回
答
。

・
現
状
一
般
の
人
は
ト
イ
レ

が
使
え
な
い
旨
を
看
板
で
注

意
喚
起
を
…
看
板
を
設
置
す

る
と
回
答
。

・
子
供
も
使
え
る
よ
う
な
ト

イ
レ
を
…
利
用
状
況
等
を
確

認
し
て
改
め
て
返
事
を
す
る

と
回
答
。

２
つ
目
は
、
都
市
行
政

市

内
建
築
土
木
の
新
設
更
新
工

事
に
つ
い
て

建
築
資
材
の
高
騰
な
ど
で

遅
れ
や
中
止
が
相
次
い
で
い

る
中
で
現
状
を
質
問
し
ま
し

た
。

・
資
材
不
足
労
務
不
足
に
よ

る
遅
れ
は
な
い
か
。
ま
た
対

策
は
取
ら
れ
て
い
る
か
…
資

材
の
一
時
的
な
受
注
停
止
、

納
期
遅
延
の
報
告
を
複
数
の

業
者
よ
り
受
け
て
い
る
。
労

務
不
足
は
な
い
。
代
替
資
材

へ
変
更
・
早
期
受
注
を
促
す
。

・
業
者
か

ら
予
算
の

ス
ラ
イ
ド

の
話
は
出

て
い
る
か
…
事
業
者
か
ら
相

談
が
来
て
い
る
が
、
協
議
を

進
め
て
い
る
の
は
一
事
業
者

の
み
と
回
答
。

３
つ
目
は
、
平
和
社
会
の
推

進

平
和
都
市
宣
言
に
ふ
さ

わ
し
い
取
り
組
み
を

船
橋
議
員
は
、
先
に
開
か

れ
た
核
不
拡
散
条
約
再
検
討

会
議
で
は
成
果
文
書
を
発
出

す
る
こ
と
な
く
閉
会
し
た
が
、

日
本
共
産
党
が
代
表
団
を
送

り
要
請
し
た
案
の
全
て
が
成

果
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
９
条
の
碑
」
を
建
立
す
る

運
動
が
拡
大
し
て
い
る
と
し

て
質
問
し
ま
し
た
。

・
憲
法
９
条
の
碑
を
建
立
し

て
は
…
市
は
様
々
な
平
和
シ

ン
ボ
ル
を
設
置
し
て
き
た
経

緯
か
ら
建
立
は
考
え
て
い
な

い
と
回
答
。

・
原
爆
投
下
日
の
市
民
の
黙

と
う
の
呼
び
か
け
を
…
市
で

は
投
下
日
に
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
黙
と
う
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

県
内
の
平
和
都
市
で
は
24

の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る

と
回
答
。

・
修
学
旅
行
を
広
島
の
平
和

学
習
に
…
市
内
で
も
検
討
し

て
い
る
学
校
も
あ
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
特
定
の
目

的
地
を
指
定
す
る
こ
と
は
な

い
と
回
答
。

・
原
爆
の
日
登
校
日
を
平
和

学
習
日
に
…
市
で
は
当
日
代

表
生
徒
を
派
遣
し
て
お
り
、

継
続
が
最
優
先
と
回
答
。

・
改
憲
、
武
器
輸
出
解
禁
に

つ
い
て
…
憲
法
改
正
と
な
れ

ば
国
民
投
票
に
よ
り
賛
否
を

決
め
る
こ
と
と
な
る
。
武
器

輸
出
解
禁
は
国
の
専
権
事
項

と
回
答
。

・
市
は
平
和
都
市
宣
言
に
ふ

さ
わ
し
い
取
り
組
み
を
改
め

て
お
願
い
し
ま
す
。

（
し
ら
か
ば
編
集
部
）
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南地域後援会は本町・寿・緑・若松・栄・白山・船戸・新田がエリア

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
書
店
で
は
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書

が
並
び
始
め
ま
し
た
▼
筆
者
は
16
歳

の
夏
休
み
、
自
由
研
究
の
読
書
を
か

ね
て
図
書
館
に
行
き
ま
し
た
。
何
を

読
も
う
か
思
案
し
て
い
た
と
き
「
こ

の
本
は
い
か
が
で
す
か
？
」
と
、
司

書
の
方
か
ら
一
冊
の
本
を
渡
さ
れ
ま

し
た
▼
手
に
取
っ
た
の
は
小
林
多
喜

二
の
「
蟹
工
船
」
１
９
２
９
年
に
発

表
さ
れ
た
小
林
多
喜
二
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
を
代
表
す
る
小
説
で
、
過

酷
な
労
働
環
境
に
置
か
れ
た
出
稼
ぎ

労
働
者
た
ち
が
、
非
人
間
的
な
扱
い

に
苦
し
み
な
が
ら
も
次
第
に
団
結
し

て
資
本
家
（
会
社
）
に
立
ち
向
か
い
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
す
ま
で
を
描
い

て
い
ま
す
▼
作
者
の
事
は
以
前
か
ら

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
週
間
か
け

て
読
ん
で
感
想
文
に
し
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
▼
海
上
で
の
カ
ニ
の
缶
詰

め
作
業
の
た
め
に
安
い
金
で
集
め
ら

れ
た
貧
し
い
男
た
ち
が
ひ
ど
い
扱
い

に
怒
り
、
暴
力
で
支
配
す
る
監
督
に

力
を
あ
わ
せ
て
立
ち
向
か
う
様
子
は

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
よ
う

な
現
代
の
貧
困
労
働
者
と
状
況
が
似

て
お
り
、
共
感
す
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
▼
高
校
卒
業
後
、
二
十
歳
の
時

に
青
少
年
活
動
で
奉
仕
活
動
に
精
を

出
し
、
10
年
余
り
活
動
し
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
１
７
年
、
日
本
共
産
党

に
入
党
し
ま
し
た
。

（
Ｉ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

６月議会報告

傍聴記

船
橋
議
員
の
質
問

▼アビスタ２階第２和室

（手賀沼公園内）

▼７月26日(日)10:00から

主催 日本共産党我孫子

南地域後援会

市政を語る会のお知らせ

当日は市政報告を予定してい

ます。

国政・市政・暮らしの事など

自由に話せる場にしますので

こぞって参加下さい。

夏
の
風
物
詩
と
い
え

ば
夏
祭
り
と
花
火
大
会
。

今
年
は
７
月

18
・

19
日

に
八
坂
神
社
祭
礼
、
８

月
１
日
に
手
賀
沼
花
火

大
会
（
雨
天
中
止
）
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
隣
の
柏
市

は
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症

リ
ス
ク
や
安
全
確
保
を

考
慮
し
て
、
毎
年
７
月

に
開
催
の
柏
ま
つ
り
を
、

今
年
か
ら
９
月
開
催
に

時
期
を
変
更
し
ま
し
た
。

夏
祭
り
は
猛
暑
の
中

で
子
ど
も
神
輿
が
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
常

に
危
険
が
伴
わ
れ
ま
す
。

花
火
大
会
当
日
も
朝
か

ら
「
場
所
取
り
」
が
行

わ
れ
て
、
時
に
は
救
急

車
が
出
動
す
る
こ
と
も
。

花
火
大
会
の
最
高
２

万
５
千
円
と
い
う
大
相

撲
の
マ
ス
席
並
の
有
料

席
は
ど
う
か
と
思
い
ま

ま
す
が
、
皆
が
思
い
出

に
残
る
安
全
な
お
祭
り

や
花
火
大
会
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。
（
緑

Ｓ
）

夏の風物詩 夏祭り・花火大会



２
０
１
５
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改

正
で
、
上
野
―
東
京
間
を
縦
貫

す
る
上
野
東
京
ラ
イ
ン
が
開
業

し
ま
し
た
。

上
野
―
東
京
ラ
イ
ン
は
東
北

線
・
高
崎
線
そ
し
て
常
磐
線
か

ら
東
海
道
線
へ
直
通
運
転
を
図

る
た
め
、
東
京
―
神
田
間
と
秋

葉
原
―
上
野
間
の
既
存
の
線
路

を
改
良
。
さ
ら
に
神
田
―
秋
葉

原
間
は
新
幹
線
高
架
橋
の
上
に

上
野
―
東
京
ラ
イ
ン
専
用
の
高

架
橋
を
設
け
て
、
新
幹
線
よ
り

高
い
所
を
走
る
路
線
を
設
け
ま

し
た
。

上
野
―
東
京
ラ
イ
ン
の
開
業

で
、
そ
れ
ま
で
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

ひ
た
ち
は
「
と
き
わ
」
に
。
ス
ー

パ
ー
ひ
た
ち
は
「
ひ
た
ち
」
に

愛
称
が
替
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、

東
京
―
伊
豆
急
下
田
発
着
の
特

急
「
踊
り
子
」
を
我
孫
子
ま
で

延
長
し
た
臨
時
列
車
「
我
孫
子

踊
り
子
」
が
運
転
を
開
始
し
ま

し
た
。

常
磐
線
沿
線
か
ら
伊
豆
急
下

田
方
面
へ
行
く
場
合
、
通
常
は

東
京
ま
で
快
速
電
車
等
で
移
動

し
て
、
東
京
か
ら
始
発
の
「
踊

り
子
」
に
乗
車
す
る
の
が
一
般

的
で
し
た
の
で
、
我
孫
子
か
ら

伊
豆
急
下
田
ま
で
の
直
通
運
転

（
所
要
時
間
約
３
時
間
半
）
は

画
期
的
で
し
た
。

こ
れ
は
常
磐
線
が
上
野
東
京

ラ
イ
ン
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で

実
現
で
き
た
も
の
で
、
始
発
駅

と
な
っ
た
我
孫
子
市
で
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

「
我
孫
子
踊
り
子
」
は
車
両

が
国
鉄
時
代
に
作
ら
れ
た
旧
型

車
両
で
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と

や
、
本
家
の
「
踊
り
子
」
が
２

０
２
１
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
新

型
車
両
に
替
わ
っ
た
こ
と
が
主

な
理
由
で
２
０
２
１
年
を
以
っ

て
そ
の
後
は
運
転
さ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
実
質
６
年
間
の
臨

時
列
車
で
し
た
。
（
緑

竹
内
）
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今
回
は
、
取
手
で
お
堂
が
多

く
あ
る
旧
道
沿
い
を
巡
り
ま
す
。

取
手
駅
東
口
を
出
て
、
旧
水

戸
街
道
の
八
坂
神
社
の
先
の
旧

道
（
県
道
）
を
北
上
し
ま
す
。

坂
を
上
り
東
に
入
る
と
「
取

手
二
校
」
の
正
門
手
前
に
「
薬

師
堂
」
が
あ
り
ま
す
。
旧
水
戸

街
道
沿
い
に
あ
る
「
念
仏
院
」

の
北
側
に
あ
り
、
念
仏
院
か
ら

も
行
き
来
で
き
ま
す
。

正
面
に
薬
師
堂
、
右
に
第
６

番
札
所
が
あ
り
ま
す
。
参
道
の

右
側
に
「
寺
田
翁
碑
」
が
あ
り

ま
す
。
寺
田
氏
は
取
手
町
長
を

努
め
利
根
川
の
改
修
、
常
総
鉄

道
会
社
の
設
立
、
利
根
川
架
橋

の
請
願
等
に
尽
力
し
ま
し
た
。

戻
り
、
坂
を
上
り
ま
す
。
途

中
に
「
台

宿
坂
」
の
石
柱
が
あ

だ
い
じ
ゅ
く

り
、
こ
の
道
が
明
治
時
代
の
台

宿
村
の
主
要
道
だ
っ
た
こ
と
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

北
に
向
か
い
「
芸
大
通
り
」

を
東
に
入
る
と
「
観
音
堂
」
で

す
。
観
音
堂
の
右
に
は
第
10
番

札
所
が
あ
り
、
境
内
に
は
多
く

の
石
造
物
が
あ
り
ま
す
。

戻
り
、
旧
道
沿
い
に
「
不
動

院
」
が
あ
り
ま
す
。
向
か
っ
て

左
が
不
動
院
、
右
が
第
４
番
札

所
で
す
。
不
動
院
の
建
立
は
１

６
０
０
年
代
と
い
わ
れ
真
言
宗

豊
山
派
、
山
号
は
「
江
戸
田
山
」

で
安
産
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

通
り
の
向
か
い
側
に
は
「
香

取
神
社
」
が
あ
り
芸
大
通
り
を

西
に
歩
く
と
、
取
手
駅
東
口
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。（

栄

関
口
）

参
考
文
献
「
新
四
国
相
馬
霊
場

八
十
八
カ
所
を
訪
ね
る
」

その９６

薬師堂

左：不動院、右：第４番札所 左：観音堂、右：第10番札所

台宿坂の石柱
薬師堂第６番札所

Ｎ

八坂神社

取手駅

旧水戸街道

常磐線

念仏院

取手二校

★薬師堂

台宿坂標識★
芸大通り

★観音堂

★不動院

香取神社

４６

「ハイビスカス」 若松・高橋祥子
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